
 

 

 
報道関係 各位 

20１9 年4 月20 日 
株式会社日本レースプロモーション 

 

4 月 20 日（土）～21 日（日） 

「2019 NGK スパークプラグ 鈴鹿 2＆4 レース」 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第 1 戦 

 
予選結果速報 

ルーキー牧野 任祐（ティーシーエス・ナカジマ・レーシング）が、強豪を抑えポールポジションを獲得！ 

 

 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第1 戦の公式予選が、鈴鹿サーキット国際レーシングコース（1 周： 5.807 ｋｍ）
で行われ、初参戦のルーキー牧野 任祐（ティーシーエス・ナカジマ・レーシング）が、1 分36 秒060 のタイムでポールポジショ
ンを獲得した。2 位にはチームメイトで同じくルーキーのアレックス・パロウ（ティーシーエス・ナカジマ・レーシング）、3 位には昨
年の覇者 山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）が続いた。 
  
 爽やかな晴天の下、15 時45 分に新型車両「SF19」で迎えるシーズン初の予選Q1 が開始された。 

Q1 開始早々2 周目、坪井 翔（ジェームス ピーエムユーセルモインギング）が、１コーナーでコースオフし赤旗中断。車両回
収を終えた再開直後のデグナーカーブで、アーテム・マルケロフ（ウオモ スノコ チーム ルマン）が、コースオフし、2 回目の赤
旗中断。さらに再開後、ハリソン・ニューウェイ（ビーマックス・レーシング ウィズ モトパーク）がスプーンカーブでハーフスピン
を喫し、ラインに戻ろうというところに、中嶋 一貴（バンテリン チーム トムス）が避けきれずに接触。1 セッション中に 3 回の赤旗
中断という荒れた展開となった。この 3 回の赤旗により 4 台が脱落。残り 16 台がワンアタックでの熾烈な争いを展開し、結果、ア
レックス・パロウ、牧野 任祐が１位、２位となった。 

今シーズンから上位14 台から 12 台での争いとなった Q2 でも、アレックス・パロウ、牧野 任祐の 2 人がトップを独占し、Q1〜
Q3 すべての予選をティーシーエス・ナカジマ・レーシングが制することとなり、牧野 任祐はナカジマ・レーシングにとって９年
ぶりのポールポジションをもたらす結果となった。 
 
決勝レーススタートは、明日4 月21 日（日）14 時00 分予定 
＊記録の詳細は、別途添付公式通知「公式予選総合正式結果表」をご参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

強豪を抑えポールポジションを獲得した、牧野 任祐（ティーシーエス・ナカジマ・レーシング） 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 



 

 

 


